











































































































































































































































































芝居の結末で枢密顧問官親子に最後の反撃を加えようとしている。 「ご静聴! ご静聴! ウィーン
でのサッカー国際試合に先立ちまして、クニツゲ教授の講演「子供のしつけ方」をお送りいたしま
す。」-「よくお聞きなさいな、枢密顧問官殿、きっとお役にたちますよ。」この場面こそ、最終的
に「悲劇」を回避するための「ユーモアのスパイス」が効いている箇所であると考えられるが、で
はユーモアの条件となる「自己愛」はどこから回復されたのか。 「自己愛」の回復剤となったものは
何か?それは「子供のしつけ方」という小市民の常識としてのモラルである。 庶民階級の指物師
プラントシュテッタ一にとって、法的強制力はないものの社会的制度として秩序をなすモラルしか、
最後の拠り所はなかったのである。 こうして弱者の観客はいささかなりとも溜飲を下げ、強者の観
客は自らを顧るきっかけを与えられたかもしれない。
付記　本稿は早稲田大学2007年度特定課題研究助成費(課題番号2007A - 827)の成果の一部である。
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(1)KarlValentin,SamtlicheWerkeinneunBanden,Band5.Hrsg.v.ManfredFaustundStefanHenzein
ZusammenarbeitmitAndreasHohenadl.Miinchen2007.S.119-134.
以下、本文中における丸括弧内の数字は、このテクストの参照頁を示す。
(2)ここで言う小市民とは一言でいえば庶民のことである。フアレンテイン喜劇はその登場人物によって「小
市民もの」、「騎士もの」「音楽家もの」などの数パターンに分類が可能である。「小市民もの」でいえば『請
願者』の他に『受堅者DerFirmling』『引越しDerUmzug』等、「騎士もの」は『公爵がやってくるDer
Herzogkommt』『ミュンヒェン門前の強盗騎士団RaubrittervorMiinchen』、「音喪家もの」では『場末の劇
場TheaterinderVorstadt』、『取り返しのつかないヴァイオリンソロEinverhangnisvollesGeigensolo』等
がある。
このなかで『場末の劇場』と『取り返しのつかないヴァイオリンソロ』については拙訳を参照され
たい。『場末の劇場』「AngelusNovus30号」(早稲田大学大学院文学研究科ドイツ文学専攻AngelusNovus会、
2003年)69-99頁、『取り返しのつかないヴァイオリンソロ』「AngelusNovus31号」(同上、2004年134
138頁。
(3)1788年に『交際作法指南書uberdenUmgangmitMenschen』を著したアドルフ・フォン・クニッゲ男爵
(1752--1796)のもじり。
(4)MichaelSchulte,KarlValentinmitSelbstzeugnissenundBilddokumenten.Reinbekb.Ham urg1968.S.42.
(5)ただこの前口上が検閲等を避ける目くらましである可能性も否定できない。すなわち喜劇として受け取る
よう観客・読者に訴えかけることで、そこに措かれている社会批判の色を意図的に薄めているのかもしれな
い。ロバート・エーベン・サケットは、一連のフアレンテイン喜劇の多くには権力批判や反戦思想等が表さ
れているが、それらは一見してもわからないように迷彩が施されており、それを理解できたものにしかフア
レンテインの批判精神は理解できないという主旨のことを言っている。ただ、フアレンテインがそのような
意図を持って作劇していたということを裏付ける資料や証言は皆無であり、多数めフアレンテイン作品の具
体的事例を収集してこのことを帰納する以外にこれを立証する手立てはない。よって本稿ではフアレンテイ
ンの批判精神には立ち入らず、前口上をとりあえず文字通りに受け取って論を進める。RobertEbenSackett,
Popularentertainment,classandpoliticsinMunich1900-1923.CambridgeUniversity-Press.London1982.S.
121.
(6)SigmundFreud,DerHumor.In:GesammelteWerke,B.14.Hrsg.v.AnnaFreud,E.ibring,W.Hoffer,E.K is,
0.Isakower.London1948.S.38 .
(7)ヘルムート・プレスナ-『笑いと泣きの人間学』(紀伊国屋書店、滝浦静雄、小池稔、安西和博訳、1984
年139頁。
(8)「einengutenGriffhabenこつを掴んでいる」のように、ドイツ語のGriff(グリップ、握り手)には「扱
い方、こつ」という意味がある。職人プラントシュテツタ-がステッキのグリップを見失ったという台詞は、
ブルジョワジーの枢密顧問官ミュラーのもとへ借金の申し込みに行くという状況自体がプラントシュテツタ
一にとって「こつがわからない」ことを暗示するものだったと考えられる。
(9)本来ならその一つ一つを列挙し分析する必要があるが、紙数の関係で割愛せざるをえない。
(10)SigmundFreud,DerWitzundseineBeziehungzumUnbewui言ten.In:GesammelteWerke,B.6.London1940
S.254.
(ll)実際に『請願者』の舞台を見ていた人々には、「子供が子供でない」ということにさらなる意味が付加さ
れるであろう。この子供の役を演じていたのはフアレンテインのパートナー、リーズル・カールシュタット
であり、「子供でないものが子供を演じる」ことと「息子にはなりえない女性が息子役をやっている」こと、
そして「子供を演じている大人が大人のふりをする演技をしている」ことに、観客は滑稽・ユーモアを感得
したはずである。
(12)シュテツタ-(-stetter)-・・・シュティフタ-(-stifter)、ラート(-rat)-ラート(-rad)という語呂酒蕗に
なっている。
(13)SigmundFreud,DerHumor.S.385.
